
コナラやクヌギなどからなる里山広葉樹林は、

森林に暮らす多くの生き物の食べものや住みかとなり、日本の豊かな森林の生態系を支えています。

木材としても広葉樹材は、色合いや硬さなどが多様で、私たちの暮らしの身近なところで使われています。

しかし今、里山広葉樹林では手入れ不足や放置が進行し、様々な問題が起きています。

　このような状況を踏まえ、林野庁では令和６年度から職員有志の「里山広葉樹利活用推進チーム

（以下「広葉樹チーム」）」により、その利活用と再生に向けた活動を行っています。

　この特集では、里山広葉樹林をめぐる現状や課題、広葉樹チームの取組などをご紹介します。

特集 里山広葉樹林の
　利活用と再生

広葉樹の取組について▶ 
https://www.rinya.maff.go.jp/j/keikaku/kouyouzyu.html



　

里
山
林
は
、か
つ
て
薪
炭
林
と
し
て
利
用
さ
れ
、

人
の
活
動
に
よ
っ
て
そ
の
生
態
系
が
維
持
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
里
山
林
を
代
表
す
る
コ
ナ
ラ
や
ク
ヌ

ギ
は
、
伐
採
後
に
切
り
株
か
ら
再
び
芽
が
出
る

「
萌
芽
更
新
」
が
可
能
な
樹
種
で
す
。
約
20
年
と

い
う
短
い
サ
イ
ク
ル
で
伐
採
と
再
生
を
繰
り
返
す

こ
と
で
、
林
内
に
は
適
度
な
光
が
差
し
込
み
、
明

る
い
環
境
を
好
む
昆
虫
や
草
花
が
生
息
し
、
里
山

特
有
の
生
態
系
が
維
持
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
昭
和
30
年
代
以
降
の
燃
料
革
命
で
薪

炭
材
な
ど
の
需
要
が
激
減
し
た
こ
と
や
人
口
流
出

な
ど
に
よ
り
、
管
理
さ
れ
ず
に
高
齢
化
・
大
径
化

し
た
森
林
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
放
置

さ
れ
た
里
山
林
の
面
積
は
、
全
国
で
約
４
０
０
万

ha
に
の
ぼ
る
と
推
計
さ
れ
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
な
ど

の
人
工
林
面
積
約
１
，０
０
０
万
ha
と
比
較
し
て

も
無
視
で
き
な
い
広
さ
で
す
。
人
の
入
ら
な
い
里

山
林
が
増
え
て
き
た
結
果
、
ナ
ラ
枯
れ
や
人
と
野

生
動
物
の
軋
轢
の
増
加
、
竹
林
の
侵
入
拡
大
な
ど

に
つ
な
が
り
、
国
土
保
全
や
生
物
多
様
性
保
全
な

ど
の
森
林
の
公
益
的
機
能
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

他
方
、
木
材
と
し
て
広
葉
樹
材

は
、
樹
種
ご
と
に
木
目
や
色
合
い
、

強
度
や
重
さ
な
ど
の
性
質
、
資
源

量
が
多
様
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

性
質
に
応
じ
て
国
民
生
活
に
関
わ

る
様
々
な
用
途
で
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
家
具
、
調
理
器
具

や
食
器
、
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
、
楽
器
、

ス
ポ
ー
ツ
用
品
、
ウ
イ
ス
キ
ー
樽
、

さ
ら
に
は
薪
・
炭
や
き
の
こ
生
産

資
材
な
ど
、
住
宅
・
住
環
境
を
は

じ
め
と
し
て
食
や
文
化
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
な
ど
ま
で
多
岐
に
わ
た

り
ま
す
が
、
現
在
そ
の
需
要
の
多

く
を
輸
入
に
依
存
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
広
葉
樹
需
要
量
は
少
な

く
と
も
年
間
約
２
，４
０
０
万
㎥

と
推
計
さ
れ
、
う
ち
国
産
材
は
約

２
５
０
万
㎥
と
１
割
程
度
に
留
ま

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
国
産
材
の
利
用

用
途
の
内
訳
を
見
る
と
、
製
紙
用
チ
ッ
プ
や
お
が

粉
な
ど
が
大
半
で
、
家
具
を
は
じ
め
と
す
る
付
加

価
値
の
高
い
製
品
用
途
は
５
％
以
下
と
僅
か
で

す
。
つ
ま
り
、
日
本
の
広
葉
樹
資
源
は
、
高
付
加

価
値
な
利
用
に
十
分
結
び
つ
い
て
い
な
い
状
況

で
す
。

　

一
方
で
、
世
界
的
な
需
要
増
や
円
安
の
影
響
等

に
よ
り
、輸
入
広
葉
樹
の
価
格
は
急
騰
し
て
お
り
、

家
具
製
造
等
の
業
界
に
お
い
て
国
産
広
葉
樹
へ
の

ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
近
年
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
エ
シ
カ
ル
消
費
へ
の

関
心
の
高
ま
り
、
企
業
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
へ
の
対
応
な

ど
を
背
景
に
、
国
産
広
葉
樹

に
つ
い
て
従
来
の
樹
材
種
だ

け
で
な
く
、
こ
れ
ま
で
未
利

用
だ
っ
た
樹
種
や
小
径
木
、

虫
害
木
な
ど
を
積
極
的
に
活

用
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

北
海
道
の
旭
川
家
具
工
業
協

同
組
合
の
扱
う
原
料
で
は
、

こ
の
10
年
間
で
北
海
道
産
広

葉
樹
の
割
合
が
３
割
か
ら
８

割
へ
と
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
需
要
側
の
動
き

を
、
供
給
側
で
あ
る
里
山
広

葉
樹
林
の
再
生
に
つ
な
げ
て

い
く
た
め
に
は
、
国
産
材
の

利
用
価
値
を
高
め
、
需
要

と
供
給
を
結
び
付
け
る
仕
組

み
づ
く
り
が
重
要
で
す
。

里
山
広
葉
樹
を
め
ぐ
る

現
状
や
課
題

ほ
う
が

あ
つ
れ
き

放置里山林の面積の推計（出典：林野庁「森林資源の現況）

日本の広葉樹の需要量（原木換算値）
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林
野
庁
で
は
令
和
６
年
度
に
有
志
職
員
に
よ
る

広
葉
樹
チ
ー
ム
を
結
成
し
、
有
識
者
会
議
に
お
け

る
提
言
に
基
づ
き
、
需
要
側
と
供
給
側
の
情
報
共

有
等
を
行
う
「
里
山
広
葉
樹
利
活
用
・
再
生
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」（
仮
称
、
以
下
「
Ｐ
Ｆ
」）
の

設
立
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
は
、
広
葉
樹
の
生
産
・
流
通
・
利

用
に
関
わ
る
事
業
者
等
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
と
と
も

に
、そ
の
利
活
用
と
再
生
に
向
け
た
課
題
ご
と
に
、

❶
Ｐ
Ｆ
設
立
準
備
、
❷
資
源
量
把
握
、
❸
支
援

の
加
工
工
場
で
は
、
安
定
的
に
広
葉
樹
を
確
保

で
き
る
遠
方
の
原
木
市
場
（
北
海
道
、
岩
手
県
、

岐
阜
県
な
ど
）
か
ら
調
達
し
て
お
り
、
供
給
側
と

需
要
側
が
地
域
内
で
十
分
に
結
び
つ
い
て
い
な
い

実
態
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

２
つ
目
は
、「
供
給
側
の
実

態
と
需
要
側
が
求
め
る
条
件
と

の
ず
れ
」
で
す
。
一
般
的
に
日

本
の
広
葉
樹
林
は
多
様
な
樹
種

か
ら
構
成
さ
れ
、
伐
採
に
よ
り

様
々
な
樹
種
・
径
級
の
原
木
が

出
材
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
原

木
は
、
曲
が
り
や
虫
食
い
な
ど

の
欠
点
も
多
様
で
あ
る
こ
と
が

通
常
で
あ
り
、
多
品
種
・
小
ロ
ッ

ト
で
供
給
さ
れ
ま
す
。
一
方
、

需
要
側
は
、
同
じ
樹
種
で
一
定

規
格
以
上
の
原
木
が
安
定
的
に

供
給
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
ま

す
。
そ
の
た
め
、
需
要
側
が
求

め
る
安
定
供
給
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
一
定
量
の
原
木
を
集
め

て
仕
分
け
を
行
う
必
要
が
生
じ

る
な
ど
、
供
給
側
の
特
性
と
需

要
側
の
求
め
る
条
件
と
の
間
に

ギ
ャ
ッ
プ
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

３
つ
目
は
、「
広
葉
樹
材
の

生
産
・
加
工
の
担
い
手
不
足
」

で
す
。
人
工
林
の
約
９
割
以
上

が
針
葉
樹
で
あ
る
こ
と
も
あ

り
、
伐
採
・
原
木
流
通
・
製
材

加
工
と
い
っ
た
各
段
階
に
お
い

て
、
広
葉
樹
に
携
わ
る
担
い
手

は
非
常
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

針
葉
樹
を
中
心
に
扱
っ
て
き
た
事
業
者
が
多
い
こ

と
か
ら
、
広
葉
樹
の
伐
採
や
製
材
加
工
に
対
応
で

き
る
技
術
や
設
備
を
持
つ
事
業
者
は
一
部
に
留

ま
っ
て
い
ま
す
。

策
取
り
ま
と
め
、
❹
広
報
の
４
つ
の
テ
ー
マ
に

分
か
れ
て
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

令
和
８
年
度
は
、
川
上
か
ら
川
下
ま
で
広
葉
樹

に
関
わ
る
多
様
な
事
業
者
を
発
起
人
と
す
る
Ｐ
Ｆ

設
立
準
備
協
議
会
が
立
ち
上
が
り
、
令
和
９
年
春

に
会
員
制
の
一
般
社
団
法
人
と
し
て
Ｐ
Ｆ
を
設
立

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
具
体
的
な
団
体
の
機
能

等
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
か
ら
こ
れ
ま
で
の
主
な
取
組
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
１
）
広
葉
樹
に
関
わ
る
事
業
者
等
へ
の

　
　

ヒ
ア
リ
ン
グ

　

広
葉
樹
チ
ー
ム
は
こ
れ
ま
で
に
、
北
海
道
か
ら

九
州
ま
で
広
葉
樹
の
生
産
・
流
通
・
利

用
に
関
わ
る
合
計
80
者
以
上
の
事
業
者
、

自
治
体
や
団
体
等
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
里
山
広
葉

樹
の
利
活
用
に
向
け
て
、
大
き
く
３
つ
の

課
題
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

１
つ
目
は
、「
供
給
側
と
需
要
側
の

情
報
が
遮
断
さ
れ
て
い
る
」
こ
と
で
す
。

林
業
を
担
う
供
給
側
で
は
、
全
国
の
多

く
の
地
域
で
ど
の
樹
種
の
ど
の
よ
う
な

規
格
（
直
径
、
長
さ
、
欠
点
の
有
無
等
）

の
原
木
が
、
い
く
ら
で
売
れ
る
の
か
と

い
っ
た
情
報
を
ほ
と
ん
ど
持
っ
て
い
ま

せ
ん
。
ま
た
、
各
地
域
に
は
広
葉
樹
を

主
と
し
た
原
木
市
場
等
の
拠
点
が
少
な

い
こ
と
か
ら
、
銘
木
級
以
外
の
広
葉
樹

は
付
加
価
値
の
低
い
チ
ッ
プ
用
材
と
し

て
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く

見
ら
れ
ま
し
た
。
一
方
、
需
要
側
の
多
く

聞こえてきた主な声

広
葉
樹
チ
ー
ム
の
発
足
と

こ
れ
ま
で
の
取
組
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（
２
）
国
内
の
広
葉
樹
資
源
量
調
査

　

広
葉
樹
資
源
の
利
活
用
を
進
め
る
基
礎
情
報
と

し
て
、
地
域
の
広
葉
樹
資
源
量
を
把
握
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
こ
の
た
め
林

野
庁
広
葉
樹
チ
ー
ム
で
は
、

森
林
生
態
系
多
様
性
基
礎
調

査
（
Ｎ
Ｆ
Ｉ
）
の
結
果
を
活
用

し
、
全
国
の
広
葉
樹
資
源
量

の
分
析
を
行
い
ま
し
た
。
Ｎ

Ｆ
Ｉ
※

と
は
、
全
国
の
森
林
内

に
約
４
㎞
間
隔
で
調
査
プ

ロ
ッ
ト
を
設
け
、
平
成
11
年

度
か
ら
５
年
ご
と
に
継
続
的

に
実
施
し
て
い
る
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
調
査
で
す
。※
詳
し
く
は

Ｐ
18
を
参
照

　

こ
の
分
析
の
結
果
、
コ
ナ

ラ
が
本
州
以
西
の
広
い
範
囲

に
分
布
し
、
推
定
蓄
積
量
が

最
も
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
次
い
で
ミ
ズ
ナ
ラ
、

ブ
ナ
類
の
蓄
積
量
が
多
い
も

の
の
、
ミ
ズ
ナ
ラ
は
北
日
本

と
山
地
、
ブ
ナ
類
は
東
北
を

中
心
と
し
た
日
本
海
側
や
山

地
に
分
布
す
る
な
ど
、
樹
種

ご
と
に
分
布
の
特
徴
が
見
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら

の
樹
種
で
は
、
直
径
の
大
き

な
林
分
が
多
く
存
在
す
る
こ

と
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
広
葉
樹
資

源
は
地
域
ご
と
に
分
布
す
る

樹
種
や
構
成
が
異
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
条
件

に
応
じ
た
形
で
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
の
分
析
で
は
25
年
間

の
径
級
構
成
の
推
移
も
整
理
し
た
と
こ
ろ
、
多
く

の
樹
種
に
お
い
て
、
小
径
木
が
減
少
し
、
大
径
木

の
割
合
が
増
加
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
径
級
構
成
の
推
移
は
、
資
源
の
利
活
用

や
再
生
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
上
で
重
要
な
視
点

と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
詳
細
な
分
析
結
果
に
つ
い
て
は
、
林
野

庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

直径階別相対頻度の時系列変化（コナラ・全国）

樹種分類の全国の総蓄積量（推定）

ミズナラの分布 コナラの分布

森
林
生
態
系
多
様
性
基
礎
調
査

（
Ｎ
Ｆ
Ｉ
）
に
基
づ
く
広
葉
樹
の

資
源
量
調
査

https://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/j/
keikaku/kouyouzyu/N

FIRA
_0.htm
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（
３
）
Ｐ
Ｆ
設
立
準
備
に
向
け
た

　
　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

　

令
和
８
年
２
月
、
里
山
広
葉
樹
利
活
用
推
進
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
森
の
彩
を
暮
ら
し
へ
』」
を
開
催

し
ま
し
た
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
Ｐ
Ｆ
構
想
の

キ
ッ
ク
オ
フ
と
し
て
位
置
付
け
た
も
の
で
す
。

　

対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
合
わ
せ
て
事
業
者
、
関

係
団
体
、
自
治
体
等
５
０
０
名
以
上
の
参
加
が
あ

り
、
広
葉
樹
の
管
理
や
利
活
用
へ
の
関
心
の
高
さ

が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

開
催
後
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
（
回
答
約
２

３
０
名
）
で
は
、
８
割
以
上
が
Ｐ
Ｆ
の
利
用
に
関

心
を
示
し
ま
し
た
。
特
に
、
需
給
情
報
の
共
有
や

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
、
利
活
用
の
意
義
の

発
信
と
い
っ
た
機
能
へ
の
関
心
が
高
い
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

【
林
野
庁
広
葉
樹
チ
ー
ム
】

広
葉
樹
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー

https://form
s.offi

ce.com
/

pages/responsepage.aspx?id=
_6D

kB
nJJi0qvM

EVxN
h0TRO

cS-r0SyZFN
hLTj

K6a8VM
JU

M
1ZFW

D
FYR0Y4O

TRIVD
F

XO
U
5STEN

CN
zJG

SiQ
lQ

CN
0PW

cu&ro
ute=shorturl

令
和
８
年
５
月
に
開
催
さ
れ
た
第
１
回
Ｐ
Ｆ
設
立

準
備
協
議
会
で
は
、
Ｐ
Ｆ
の
設
立
趣
旨
や
機
能
の

概
案
が
確
認
さ
れ
、
❶
広
葉
樹
林
に
つ
い
て
資

源
・
環
境
・
文
化
面
な
ど
で
の
利
活
用
・
再
生
の
価

値
の
再
定
義
、
❷
供
給
者
と
需
要
者
等
の
間
の

情
報
の
分
断
解
消
、
❸
小
規
模
・
分
散
的
主
体

Ｐ
Ｆ
設
立
に
向
け
て

で
も
参
加
で
き
る
取
引
・
協
働
の
場
、
❹
政

策
と
ビ
ジ
ネ
ス
を
つ
な
ぐ
橋
渡
し
・
情
報
発

信
を
束
ね
る
中
間
支
援
・
調
整
役
の
機
能
を

持
た
せ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今

後
は
各
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
通
じ
て
具

体
的
な
議
論
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
一
致
し

ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｆ
が
里
山
広
葉
樹
林
の
利
活
用
・
再
生

に
係
る
課
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
場
に
な
る

た
め
に
は
、
多
様
な
関
係
者
の
参
画
が
必
要

で
す
。
広
葉
樹
林
の
所
有
者
、
木
材
の
供
給

者
や
利
用
者
等
の
皆
様
が
参
加
し
た
い
と
思

え
る
魅
力
的
な
Ｐ
Ｆ
と
な
る
よ
う
、
そ
の
内

容
に
つ
い
て
検
討
が
進
め
ら
れ
ま
す
。
今
後

の
進
捗
に
つ
い
て
も
林
野
庁
か
ら
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
掲
載
や
メ
ー
ル
配
信
に
よ
り
広
く
発
信

し
て
い
き
ま
す
。
メ
ー
ル
配
信
を
ご
希
望
の

方
は
次
の
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ｓ（
リ
ン
ク
）
で
ご
登
録

く
だ
さ
い
。
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